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ダ ン ドゥッ トの成立 と発展 (Ⅰ)
- 近代演劇の成立とオルケス･ムラユ-

























Ⅰ は じ め に













ス ･ムラユ (orkesMelayu)に焦点を当て,その発展,変容について分析 しようとするもので
ある｡ ダンドゥットという用語がインドネシア社会一般に定着する前,即ち70年代以前,この










る [Aneka,10September1952]｡それ以降,オルケス ･ムラユが演奏 したムラユ音楽は急速な
発展を遂げることになるが, この発展に大きな影響を与えたのが当時インドネシアを席巻 した
マレー映画の流行である｡特にピー ･ラムリー (P.Ramlee)主演の映画は人気が高 く,彼が歌
うムラユ音楽のスタイルを模倣 した楽団がメダン,ジャカルタ等で数多 く結成 された｡そ し





























































く受けているためで,音律も基本的に微分音律が用いられている [川 口 1994:68;戸口 1982:
37,49-50,278]｡ムラユ音楽は地域によってその名称を変え,特にインドネシアに限った場合,
北スマ トラ地方で古 くから演奏されていたムラユ ･デリ (Melayu-Deli)と呼ばれるムラユ音
楽が有名で,バタビアで演奏されたムラユ音楽はムラユ ･ブタウィ (Melayu-Betawi)と呼ば
れている｡ ルクマン (TengkuLukmanSinar)はムラユ音楽を,オリジナル (musikasli),



























































































































た｡それに伴って人口は増大 し,1854年,約 6万人 [永積 1980:7]であったバクビアの人口
は40年後の 1893年には11万人 [永積 1977:305]-と,ほぼ倍増 している｡ この急激な都市
人口の増加が新 しい都市文化の成立に大きな影響を与えた｡強制栽培制度で潤ったオランダ人
実業家や一部の裕福な教養あるユーラシアンや中国人,原住民達は,ジャワ各都市で頻繁に巡
回公演を行ったヨーロッパ演劇やオペラ等に興 じていた｡ しかしその一方で,増大 した都市人
口の大部分を占める教育水準の低い原住民 (プリブミ)やユーラシアン達にはまだ娯楽と呼べ

































































される音楽がムラユ音楽とは限 らないことを示 しているが,それと同時にムラユ音楽 も演奏さ













































語の種類及びその数は,アラブ (千夜一夜物語より)- 9本,西洋- 9本,インドー 7本,ベ
ルシアー 6本,流行物語 (バタビア)-4本,ジャワ-3本,マレー-3本,中国一 2本,西


















西洋演劇に通 じていたため,自らが結成 した劇団にその西洋演劇の手法を大胆に取 り入れた｡
幻想的な背景は現実的なそれに変わり,固定されていた演目は,専属の脚本家を雇うことで劇
団独自のオリジナリティのある演目に変わった｡オリオンが切 り開いたこのスタイルは,翌
1926年ペナン生まれのロシア人ペ ドロ (A.Piedro)によって結成された劇団 ダルダネラ
(Dardanella)10)により更に顕著になってくる｡ ダルダネラは結成当初は映画や西洋小説から
演目を選んで上演 していたが,アンジャル ･アスマラ (AndjarAsmara)が専属脚本家として







トニール (tonilオランダ語で演劇,芝居の意味)と呼ばれている [猪俣 1996:43].演目の差
別化は音楽にも顕著に現われた｡演奏される音楽にも独自色が強まり,その結果として劇団の
人気役者は同時に劇団の看板歌手 として一般大衆から人気を集めた｡オリオンの ミス ･リプッ
ト1)やジャジャ(Jahja),ダルダネラの ミス ･ジャ(MissDja),オペラ･パ レスティナ (Opera









劇団を離れて独立 した演奏活動を行い始め, これらの楽団を模倣 したオルケスがバタビアを中
心に数多 く結成された｡その中で有名なのは1923年に結成された リーフ･ヤーワ (LiefJava
愛 しきジャワ)12)である｡リーフ･ヤ-ワの楽器編成はバイオリン,チェロ,ギター等の西洋楽
器が中心であったが,民族楽器のスリンも使われていた [Pasaribu1955:57]｡ リーフ ･ヤー
ワはクロンチョンを演奏 して人気を集めたが,同時期,クロンチョン以外のジャンルでも数多
くのオルケスが結成された｡例えば中国系ブタウィ人が結成 し,ガンバン･クロモンを主に演
奏 して いたモ ンテ ･カル ロ (MonteCarlo),オ ラ ンダ人 が結成 した ド- ツコ ッペ ン
(Doodskoppen されこうべ)等がそれであるが,中でも注目されるのはムラユ系ブタウィ人が
結成 したと言われるムラヤン (Melayang 自由に舞う)と呼ばれるオルケスである｡ 残念なが






ll) ミス･リプットは ｢カナリアの声 (SiBurungKenari)｣の異名をとるクロンチョン歌手で,現
在残る彼女のグラムフォンの曲のほとんどがクロンチョンであることが確認されている [Tan
SooiBeng1993:249-251].

















































ラー ･ブタウィの誕生の詳細についてははっきりしていないが,その起源はスマ トラ島 リアウ












































バワフイ (HuseinBawafie) によると, 彼は30年代末からオルケス･-ルモニウム･アシ
-ーム (OrkesHarmonium Assihaam)やオルケス･ムラユ･プンヒブル ･-ティ (Orkes








団は, 1935年にバクビアで結成されたオルケス･ムラユ ･シナル ･メダン (OrkesMelayu
151
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SinarMedan) である｡ パダン生まれで, ダルダネラでも活躍 していたカシム･ヌル (A.




ては確認されていない｡ しかし,フセイン･バワフイが参加 したオルケス･ムラユ ･プンヒプ
ル ･ハティは, オルケス･ハルモニウム ･プンヒプル ･ハティとも呼ばれていた [Aneka,1
September1954] ことからわかるように,30年代末にはムラユ音楽を演奏する楽団を指す呼




























ムラユ以来の伝統が維持されているとも言えよう｡ この傾向は,民放局の数が増え, ビデオ ･
クリップの内容が多様化 した現在でも基本的に続いている｡そして,96年からダンドゥットの





















テレビ (TPI)が96年から放映している ｢バラダ･ダンドゥット (BaladaDangdutダンドゥッ
ト･バラード)｣がある｡
17) 例えばイッケ･ヌルジャナ (IkkeNurjanah) の ｢アイル･マタ･プガンティン (AirMata
Pengantin花嫁の涙)｣がそうであるが [田子内 1996:24],このアルバムは,1979年に発売され
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